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親と子のひろば

玉ねぎ染め体験

今年度の親と子のひろばも、たくさんの皆様が参加してくださいました。ありがとうございました。
１月１２日（水）こども保育コース 庄子佳吾先生に教えて頂き、玉ねぎの皮を使って、手拭いを染める
草木染め（玉ねぎ染め）体験をしました。
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子どもたちは、自分の好きな色のビー玉
を選んだり、何個も手拭いに入れてみたり
とイメージを膨らませ、楽しんでいました。
ビー玉を使うと小さなわっかの模様にな
り、輪ゴムでまくと包んだところが全体的
に白い模様になるようです。

手拭いの中にビー玉を入れ輪ゴムやひもでしばると、そこだけ白く残って模様がつきます。
保護者の皆様もどんな模様ができるのかを楽しみに真剣に取り組まれていますね。



2

お鍋の染液で１０分～２０分、ミョウバン液で１０分～２０分ぐつぐつ煮ました。
庄子先生が、玉ねぎの皮を煮出して、染液を作ってくれました。子どもたちは、「なんか匂いがする」
と鍋の中を見つめ、匂い、色等五感を使って体感していました。
玉ねぎの皮以外にもナスの皮、ブロッコリー等の野菜、ドングリやブルーベリー等の木の実で染めるこ
ともできるそうです。

ミョウバン液につけ終わった後は水洗いをして完成です。保護者の皆様が作業をする間、学生さんが
子どもたちと遊んでくれています。

広げてみる時にはどんな模様ができたかわくわくしますね。
保護者の方からも「貴重な経験ができ、親子で楽しかったです」と嬉しいお話を頂きました。
４月以降の予定は、ホームページ等でご確認ください。また遊びに来て下さいね。


